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研究成果の概要（和文）：部位特異的筋委縮に関わる遺伝子をcDNAマイクロアレイで解析を行った。高齢群と若年群の
大腿四頭筋とハムストリングスの筋組織を解析し、高齢群の増加する遺伝子をそれぞれの筋で絞り込んだ。さらにその
中からハムストリングと比べて大腿四頭筋で発現率の大きい遺伝子を調べ、大腿四頭筋で大きく増加した遺伝子20個を
同定した。パスウェイ解析では10個のパスウェイが大腿四頭筋で同定された。

研究成果の概要（英文）：We used cDNA microarray analysis to identify the genes, which is related to a 
site-specific loss of skeletal muscle mass. We analyzed the data of quadriceps and hamstrings in young as 
well as aged women. We then focused on genes wherein the expression is increased in aged group. We 
identified twenty genes, which had higher expression in aged-quadriceps compared to aged-hamstrings. Ten 
pathways were found which may have caused to the aging of the quadriceps.

研究分野： 分子生物学
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１．研究開始当初の背景 

サルコペニア発症には身体活動量の低下の

みならず、加齢に伴って変化する栄養摂取

量、運動神経数、内分泌系、体脂肪量等、

様々な要因が考えられている。サルコペニ

アの部位差に注目した研究は筋量や筋力を

パラメーターとした研究が多くなされてい

る。上肢および下肢筋量に関して、下肢筋

量は上肢よりも減少率が大きいことは先行

研究間で結果が一致している。また下肢筋

群の中でも膝伸筋群が膝屈筋群よりも筋量

の減少が大きいことが報告されている(Abe 

T, et al.J Sports Sci Med.2011)。しかし

ながら、筋萎縮の部位差に着目してその分

子メカニズムを検証した報告はこれまでに

ほとんど見られない。 

 

２．研究の目的 

筋萎縮の部位差について分子レベルでの検

証はこれまでにほとんど報告されていない

ため、われわれは部位差に関わる遺伝子の

分子機構を解明するという観点からサルコ

ペニアの病態に迫る。 

 
３．研究の方法 
(1)検体の調整 

整形外科手術の術中に大腿四頭筋および大

腿ハムストリングスから直視下あるいは針

生検により筋組織を採取する。組織から

RNA を抽出し cDNA へ変換後、Agilent 社製

マイクロアレイを用いて網羅的に遺伝子発

現を検証した。 

 
４．研究成果 

大腿四頭筋（高齢者と若年者、各々3 例）、

ハムストリングス（高齢者と若年者、各々2

例）からの骨格筋組織を cDNA マイクロアレ

イで解析を行い、統計ソフト Genespring

を用いて比較した。加齢に伴い大腿四頭筋

とハムストリングスで増加していた遺伝子

をそれぞれ解析した。これらの遺伝子の中

でハムストリングと比べて大腿四頭筋で発

現率の大きい遺伝子を絞りこんだ。大腿四

頭筋で増加した遺伝子（図 1）、逆に低下し

た遺伝子（図 2）を 20 個ずつ示す。さらに

パスウェイ解析を行い腿四頭筋で増加した

パスウエイ（図 3）あるいは低下したパス

ウエイ（図 4）を 10 個ずつ示す。主な結果

は、Translation factor、Wnt signaling 

pathway and pluripotency, Estrogen 

signaling pathway の各パスウェイが大腿

四頭筋で増加していた。一方、TGF Beta 

Signaling Pathway 、 GPCRs, Class C 

Metabotropic glutamate 、 Diclofenac 

Metabolic Pathway の各パスウェイが大腿

四頭筋で低下していた。 
 
 
 

 

 

 

 

 



  

今後の課題として、筋サンプルの中には

NanoDrop による吸光定量とバイオアナラ

イザによる電気泳動で RNA 量が基準を満た

しておらず、（1）cDNA アレイは可能である

が、microRNA アレイ不可能なもの、（2）cDNA

と microRNA、両アレイの実行が不可能なも

のがあった。特にハムストリングスからの

採取分では RNA 抽出量が十分でないものが 

あり、まだサンプル数が少ないため、さら

にサンプルを増やして検証を行う必要があ

る。 
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